
第　94　号（1）平成22年9月号

発行日　　年 2回
発行所
静岡市葵区千代 538 番地の 11
静 岡 市 森 林 組 合
　TEL 054－278－3141
　E-mail:midori@shizzmori.jp
　HPアドレス http://www.shizzmori.jp
編集・発行
静岡市森林組合広報委員会
印刷　大日紙業株式会社
　TEL 054－263－2435㈹

　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
十
日

に
、
第
二
十
九
回
静
岡
市
森
林

組
合
通
常
総
代
会
を
、来
賓
・
役

員
・
総
代
百
五
十
四
人（
う
ち
書

面
決
議
書
七
十
一
）
の
出
席
を

得
て
、
静
岡
市
林
業
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
鈴
木
組
合
長
よ

り
「
森
林
は
、
木
材
を
始
め
と

す
る
林
産
物
の
供
給
、
水
源
涵

養
、
国
土
の
保
全
、
地
球
温
暖

化
防
止
等
、
生
活
を
し
て
い
く

中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
ま
す
が
、
森
林
・
林
業
・

木
材
業
界
の
現
状
は
、
長
い
不

振
が
続
き
、
資
源
は
充
分
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
木
材
の
需

要
は
伸
び
な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
昨
年
の
政
権
交
代
を

期
に
農
林
水
産
省
は
、
安
定
的

な
林
業
経
営
の
基
盤
づ
く
り
と

捨
て
切
り
間
伐
か
ら
利
用
間
伐

を
図
る
施
業
集
約
化
を
掲
げ
て

お
り
、
林
内
路
網
の
整
備
、
高

性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
よ
る

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
目
指
し
て
需

給
の
安
定
と
利
用
拡
大
を
重
視

し
、
林
業
の
再
生
に
力
を
注
い
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ま
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新
組
合
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秋
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泰
平
氏　

就
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決
ま
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で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景
の

中
、
当
組
合
の
本
年
度
に
お
け

る
実
績
は
、
林
産
事
業
に
お
い

て
は
、
伸
び
悩
ん
だ
が
、
積
極

的
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
信
頼
さ

れ
る
作
業
を
目
標
に
し
た
結

果
、
平
成
二
十
年
度
総
代
会
に

お
い
て
決
議
さ
れ
た
計
画
を
上

回
る
報
告
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
組
合
員
各
位
を
始
め
関
係

機
関
に
よ
る
ご
指
導
・
ご
支
援

の
お
陰
と
心
よ
り
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。
ま
た
、
静
岡
市
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
基
金
間
伐
を

始
め
作
業
道
開
設
、
柱
百
本
事

業
な
ど
多
大
な
支
援
を
い
た
だ

き
格
段
の
ご
高
配
を
い
た
だ
き

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
当
組
合
の
平
成
二
十
二

年
度
に
お
け
る
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
管
理

コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
る
と
共
に

集
約
化
施
業
に
積
極
的
に
取
組

み
、
経
営
の
安
定
に
向
け
役
職

員
一
体
と
な
っ
て
努
力
す
る
所

存
で
す
。
終
わ
り
に
私
ご
と
で

恐
縮
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
十

一
年
七
月
か
ら
組
合
長
と
し
て

十
一
年
間
の
長
き
に
亘
り
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

本
日
を
も
っ
て
退
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
在
任
中
は
、

未
熟
な
私
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、組
合
員
を
始
め
役
職
員
・
関

係
機
関
の
方
々
、
格
別
の
ご
指

導
ご
厚
情
を
賜
り
本
日
を
迎
え

ら
れ
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
と
感

謝
を
申
上
げ
意
を
尽
く
し
ま
せ

ん
が
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
と
い
た
し
ま
し

て
、
小
嶋
静
岡
市
長
、
安
竹
静

岡
市
議
長
、
中
部
農
林
事
務
所

加
藤
農
山
村
整
備
部
長
、
静
岡

県
森
林
組
合
連
合
会
大
畑
代
表

理
事
常
務
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
繁
田
市
議
会
議

員
、
大
石
農
林
水
産
部
長
、
中

山
間
地
振
興
課
山
本
参
与
兼
課

長
、
同
課
石
田
参
事
兼
統
括
主

幹
、
同
課
松
浦
副
主
幹
、
治
山

林
道
課
山
本
課
長
、
同
課
谷
津

統
括
主
幹
、
静
岡
県
中
部
農
林

事
務
所
森
林
整
備
課
小
池
林
業

振
興
班
長
代
理
、
独
立
行
政
法

人
森
林
総
合
研
究
所
森
林
農
地

整
備
セ
ン
タ
ー
静
岡
水
源
林
整

備
事
務
所
北
村
所
長
に
ご
臨
席

を
賜
り
総
代
会
に
花
を
添
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
第
一
号
議
案
か

ら
第
十
号
議
案
ま
で
を
審
議
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
、
理
事
・
監
事
の
任
期

満
了
の
年
で
も
あ
り
ま
し
て
、

第
九
号
議
案
で
は
、
新
役
員
の

投
票
も
行
っ
て
い
た
だ
き
、
賛

成
八
十
票
、
反
対
二
票
、
過
半

数
四
十
一
を
超
え
承
認
可
決
さ

れ
、
総
代
会
を
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

第
一
号
議
案　

平
成
二
十
一
年

度
事
業
報
告
書
、貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案

及
び
注
記
表
・
附
属
明
細
承
認

新
組
合
長
挨

新
組
合
長
挨
拶

新
組
合
長
挨
拶

　

先
般
の
総
代
会
（
八
月
三
十

日
）
に
当
森
林
組
合
の
組
合
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
年

を
重
ね
て
来
た
だ
け
で
知
識
も

才
能
も
な
い
私
で
す
が
、
組
合

員
の
皆
様
方
の
ご
期
待
に
応
え

ら
れ
る
か
一
抹
の
不
安
で
あ
り

ま
す
が
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

森
林
を
主
と
す
る
林
業
が
業

と
し
て
成
立
し
て
行
く
こ
と
が

困
難
な
昨
今
、
中
山
間
地
の
農

林
業
の
従
事
者
は
、
親
の
代
ま

で
で
後
継
者
は
、
他
の
職
業
を

選
び
都
市
へ
と
移
住
し
て
行
く

今
で
も
過
疎
化
が
静
か
に
進
ん

代
表
理
事
組
合
長　

秋
山
泰
平

で
い
る
。
そ
の
道
を
選
択
さ
れ

た
組
合
員
の
方
々
の
財
産
で
あ

る
山
林
を
組
合
が
変
わ
っ
て
管

理
し
て
い
く
森
林
の
再
生
こ
そ

組
合
の
主
な
事
業
の
ひ
と
つ
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
組
合

に
組
合
員
の
皆
様
方
の
お
知
恵

と
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
役
職

員
一
体
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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第
二
号
議
案　

平
成
二
十
二
年

度
事
業
計
画
設
定
の
件

第
三
号
議
案　

平
成
二
十
二
年

度
一
般
賦
課
金
徴
収
方
法
を
定

め
る
件

第
四
号
議
案　

平
成
二
十
二
年

度
役
員
報
酬
を
定
め
る
件

第
五
号
議
案　

平
成
二
十
二
年

度
諸
手
数
料
徴
収
方
法
を
定
め

る
件

第
六
号
議
案　

平
成
二
十
二
年

度
余
裕
金
及
び
積
立
金
預
け
入

れ
先
承
認
の
件

第
七
号
議
案　

平
成
二
十
二
年

度
に
お
け
る
借
入
金
の
最
高
限

度
を
定
め
る
件

第
八
号
議
案　

平
成
二
十
二
年

度
に
お
け
る
貸
付
金
の
最
高
限

度
を
定
め
る
件

第
九
号
議
案　

理
事
・
監
事
任

期
満
了
に
つ
き
選
任
の
件

第
十
号
議
案　

退
任
役
員
に
慰

労
金
支
給
の
件

役
員
人
事
決
ま
る

議　

案

補助事業申込みは

お早めに‼

補助事業申込みは

お早めに‼
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叙
勲
授
章

叙
勲
授
章

叙
勲
授
章

春春
　

こ
の
た
び
、春
の
叙
勲
で
、当

組
合
長
の
鈴
木
英
次
氏
が
旭
日

双
光
章
を
授
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
年
、
農
林
業
に
従
事
す
る

と
と
も
に
、
関
係
団
体
の
要
職

に
あ
っ
て
斯
業
の
新
興
に
尽
力

し
業
務
に
精
励
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

五
月
十
二
日
に
農
林
水
産
省

に
て
勲
章
伝
達
式
が
行
わ
れ
赤

松
農
林
水
産
大
臣
か
ら
授
与
さ

れ
、
皇
居
で
天
皇
陛
下
に
拝
謁

さ
れ
ま
し
た
。

お し
ら せ

 ㎥単価を石単価に換算するには、概算で
 ㎥単価を3.6で割ります。
　　入札日 平成22年9月2日
　　市回数 2,303回

△強気配　○保合　▼弱気配（㎥単位）

1㎥＝3.6石

賦
課
金
納
入
の
お
願
い

　

平
成
二
十
一
年
度
賦
課
金
納

入
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
十
日

開
催
の
通
常
総
代
会
も
滞
り
な

く
終
了
し
、
平
成
二
十
二
年
度

分
賦
課
金
に
つ
き
ま
し
て
ご
承

認
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
徴

収
通
知
を
広
報
紙
（
み
ど
り
）

と
一
緒
に
発
行
さ
せ
て
頂
き
ま

す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
、
十

月
末
日
ま
で
に
納
入
し
て
い
た

だ
き
た
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
相
続
等
で
名
義
・
住

所
変
更
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

連
絡
下
さ
い
。

科　　　目 小　計 合　計
事　　　　業　　　　区　　　　分
一　　　　般　　　　事　　　　業

計 指　導 販　売 森林整備
Ⅰ　事業総収益 円 円 円 円 円 円
　1．事 業 収 益 448,768,135 448,768,135 9,088,275 31,070,489 408,609,371
　2．事 業 費 用 332,572,613 332,572,613 5,558,723 22,949,468 304,064,422
事 業 総 利 益 116,195,522 116,195,522 3,529,552 8,121,021 104,544,949
Ⅱ　事 業 損 益
　1．人　件　費 87,063,481 87,063,481 7,922,777 9,489,919 69,650,785
　2．旅費交通費 1,217,770 1,217,770 110,817 132,737 974,216
　3．事　務　費 2,315,811 2,315,811 210,739 252,423 1,852,649
　4．業　務　費 1,091,003 1,091,003 99,281 118,919 872,802
　5．諸税負担金 1,450,335 1,450,335 131,980 158,087 1,160,268
　6．施　設　費 16,289,503 16,289,503 1,482,345 1,775,556 13,031,602
　7．雑　　　費 1,168,583 1,168,583 106,341 127,376 934,866
事 業 管 理 費 計 110,596,486 110,596,486 10,064,280 12,055,017 88,477,189
事 業 利 益 5,599,036
Ⅲ　経 常 損 益
　1．事業外収益 2,240,379
　2．事業外費用 572,081
事 業 外 損 益 1,668,298
経 常 利 益 7,267,334
Ⅳ　特 別 損 益
　1．特 別 損 益 5,650,000
　2．特 別 損 失 5,674,000
特 別 損 益 △ 24,000
税引前当期利益 7,243,334
法人税・住民税及び事業税額 3,000,000
当 期 剰 余 金 4,243,334
前期繰越剰余金 868,235
当期末処分剰余金 5,111,569

Ⅲ　損　益　計　算　書
平成21年7月1日から平成22年6月30日

※事業管理費の各事業への配賦割合は、
　次のとおり人頭割です。

※小数点以下未表示のため、配賦数値に
　合計との不突合があります。

指　　導 1.0人
販　　売 1.2人
森林整備 8.8人
合　計 11.0人

科　　目 内　訳 小　計 合　計 科　　目 内　訳 小　計 合　計
資 産 の 部

流 動 資 産
1．現　　　　金
2．預　　　　金
3．売　掛　金
　　購買売掛金
4．未　収　金
　　事業未収金
　　未収賦課金
5．棚 卸 資 産
　　購　買　品
　　養 苗 勘 定
6．立　替　金
　　林産立替金
　　一般立替金
7．仮　払　金
流 動 資 産 合 計

固 定 資 産
有形固定資産
1．建　　　　物
2．機 械 装 置
3．車輌運搬具
4．器具及び備品
5．森　　　　林
有形固定資産計

無形固定資産
1．電話加入権

外 部 出 資
1．系統出資金
2．出資預け金
3．系統外出資金
　　外部出資計

その他固定資産
1．リサイクル預託金
2．差入保証金
その他固定資産計
固 定 資 産 合 計

円

1,403,280

31,205,055
184,800

552,441
235,000

1,196,694

円

442,581
111,361,165
1,403,280

31,389,855

787,441

1,196,694

62,335,002

2,463,230
2,327,828
2,116,906
1,705,258

101

291,176

24,760,000
20,000

1,475,000

53,270
84,000

円

208,916,018

8,613,323

291,176

26,255,000

137,270
35,296,769

負 債 の 部
流 動 負 債
1．受託販売代金
2．買　掛　金
　　購買買掛金
3．未　払　金
　　事業未払金
　　一般未払金
　　未払消費税
4．未払法人税等
5．預　り　金
6．貸倒引当金
7．賞与引当金

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債
1．退職給付引当金
2．役員退任慰労金引当金

固 定 負 債 合 計
負 債 合 計

純資産の部
組合員資本
1．出　資　金
2．利益剰余金
　　法定準備金
　　任意積立金
3．当期未処分利益剰余金
　　当期剰余金
　　前期繰越剰余金
4．資本準備金

組合員資本合計
純 資 産 合 計

円

949,808

10,307,322

1,597,600

15,899,063
46,686,584

4,243,334
868,235

円

825,347
949,808

11,904,922

4,735,700
2,922,809
2,000,000
630,000

112,184,890
7,075,000

32,899,000
62,585,647

5,111,569

388,095

円

23,968,586

119,259,890
143,228,476

100,984,311
100,984,311

資 産 合 計 244,212,787 負債・純資産合計 244,212,787

Ⅱ　総　合　貸　借　対　照　表
平成22年6月30日

公共造林補助事業申込みについて公共造林補助事業申込みについて公共造林補助事業申込みについて
　平成22年度の公共造林補助事業の申込みが始まっています。下記の内容になっ
ておりますのでご参考にして当組合まで申込みをお願いします。また、申込み枠
がいっぱいになることもありますので、なるべく早く申し込みをお願いします。

事業 区 分 作　業　種 施　業　期　間
申　　　　　　　　　　請　　　　　　　　　　要　　　　　　　　　　件 補助金額の目安

（市補助金含む）補 助 率 区 分 対　象　林　齢 最　低　面　積

人工造林
植付け
（再造林・拡大造林）

4月1日～6月30日
（申請期日 6月10日）

植栽本数
　・1,000本/ha以上
　・2,000本/ha以上
　・3,000本/ha以上

　　　―
0.1ha以上、かつ
下刈、枝打ち、除・間伐の
いずれかの合計が0.5ha以上

スギ・ヒノキの植付けは確認苗木（各静岡県農林事務所長確認）であること。
25年生以下の送電線下伐採跡地への植栽は補助対象としない。
登記簿上の地目が山林、保安林のみ補助対象とする。

219～1,113
（千円/ha）

保　育
下刈
（1回刈・2回刈）

7月1日～9月30日
（申請期日 9月10日）

林齢
　・1年生
　・2年生以上

Ⅰ～Ⅱ齢級（１～10年生）
ただし、８年生以上は必要性が認め
られる場合に限る。

0.1ha以上、かつ
植付け、枝打ち、除・間伐の
いずれかの合計が0.5ha以上

2回刈は草本植物等が1回目の下刈前と同程度に繁茂し、育成しようとする
樹木の成長を阻害する場合補助対象とする。

40～85
（千円/ha）

枝打ち 10月1日～3月31日
（申請期日 2月10日）

枝下高
　・2ｍ以下
　・2ｍ超

Ⅲ～Ⅴ齢級（11～25年生）
0.1ha以上、かつ
植付け、下刈、除・間伐の
いずれかの合計が0.5ha以上

完了後の枝下高（枝打ち後に残った最下部の枝の高さ）が地上からおおむね
8ｍまでを補助対象とし、地上から1ｍ程度の第1回目の枝打ちは(ひもうち)は
補助対象としない。

125～247
（千円/ha）

除伐
10月1日～3月31日
（竹の除去は7月～9月）
（申請期日 2月10日）

　　　― Ⅲ～Ⅲ齢級（11～15年生）
0.1ha以上、かつ
植付け、下刈、枝打ち、間伐の
いずれかの合計が0.5ha以上

不要木竹等をすべて除去する場合補助対象とする。 67～91
（千円/ha）

間伐 10月1日～3月31日
（申請期日 2月10日）

間伐率
　・20%以上30%未満
　・30%以上
平均胸高直径
　・15cm未満
　・15cm以上25cm未満
　・25cm以上

Ⅲ～Ⅶ齢級（11～35年生）
ただし、森林施業計画を樹立して
いる森林で林分密度の条件を満
たす時齢級の制限がなくなる。

0.1ha以上、かつ
植付け、下刈、枝打ち、除伐の
いずれかの合計が0.5ha以上

　　　― 60～120
（千円/ha）

集積・搬出 間伐に同じ
集積距離
　・20ｍ未満
　・20ｍ以上

間伐に同じ 　　　―
間伐と連続して実施するものに限り、搬出集積単独では補助対象としない。
搬出集積状況の写真及び市場等の受取伝票の写し等の他者が発行した
搬出量が把握できる書類の提出。

530～1,700
（円/㎥）

その他 簡易作業路
（開設）

1年中
（申請期日 2月10日）

平均傾斜
　・10度以上
　・10度未満

　　　― 　　　― 申請から2年以内に作業路を利用した公共造林事業を行う場合補助対象
とする。

800～1,650
（円/ｍ）

付帯施設整備
防護柵 　　　― 　　　― 　　　― 　　　―

当年度の人工造林等と一体的に実施し、同時期に補助金交付申請する場合。
ただし、人工造林の補助金交付申請が次年度となる場合も補助対象とする。
防護柵の納品伝票の写し等の提出。

870～1,230
（円/ｍ）

忌避剤 　　　― 　　　― 　　　― 　　　― 当年度の人工造林等と一体的に実施し、同時期に補助金交付申請する場合。
忌避剤の納品伝票の写し等の提出。

34～49
（千円/ha）

【注意事項】
　　・植付けと間伐の申請の際には伐採届の提出、また、砂防指定地で1ha以上の植付けと簡易作業路の申請の際は砂防指定地内開発行為許可を受けているか確認します。
　　・森林施業計画の認定を受けていない方は、静岡市と森林施業協定（5年間）を締結していただきます。
　　・植付けの補助金をご利用になった場合、森林国営保険に加入していただきます。
　　・過年度の造林補助金交付に係る施業図がない場合は、ポケットコンパスまたはGPS等による実測図が必要です。
　　・植付け、作業路の申請には着手後、その他の作業種においては着手前と着手後の写真が必要です。
　　・造林補助金は作業を森林組合に委託されても、ご自分で作業されても交付対象になります。
　　・補助金の支払い時期は、提出書類の検査および現地検査を経て申請期日から5～6ヶ月後になります。

県森連静岡共販所


